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１．はじめに

丹後・丹波を中心とする近畿北部の中世史を研究するために、石造物を資料として活用

することを考え資料収集を行ってきた。石造物のうち宝篋印塔は各地に普遍的に存在して

おり、宝篋印塔を中心に資料を収集し分析を進めることとした。

旧国名でいえば丹後・丹波・但馬において現在750基以上の宝篋印塔を確認しているが、

整理済みのものは728基で、付表１、第１図に分布と時期をまとめた
（注１）

。

京都府北部の石造物については、京丹後市大宮売神社石灯籠など国の重要文化財に指定

付表１　宝篋印塔国別一覧
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されているものをはじめ、宝篋印塔、五輪塔、狛犬など多くの石造物が存在している事は

知られているが、それらの分布状況や年代観など全体を網羅した報告はこれまでなかった。

また、各自治体史や、資料館等の展示などで石造物に関する資料も収集されてきたが継続

的で全体を網羅したしたものではなかった。

また、石造物の石材について、年代によって使用される石材が変化することと、技法や

様式と石材に関係性のあることが想定された。しかしながら石造物石材について、各文献

で岩石種類の記載が異なるものや明らかな誤認もある。

この事もあり、科学的な見識による確認調査の必要性を認識して、先行研究
（注２）

のある帯磁

率測定と岩相観察（記録）を行い基礎的な資料の収集と整理を行っている。

今回は、宝篋印塔を中心とする石造物の調査を行う中で、副次的に他の石造物について

も所在や特徴を確認しており、今後の調査研究にむけてこれまでの調査成果を近畿北部の

中世石造物の概要としてまとめておきたい。

対象とする範囲は、旧国でいうと但馬、丹後、丹波で、一部若狭西部（大飯郡）を含めて

いる。令和３年５月現在、兵庫県豊岡市・香美町・新温泉町・養父市・朝来市・丹波市・

第１図　宝篋印塔分布図
●A-0・1・2 / ▲A-3・B-3 / ◆B-01・2・C-1 / 〇不明



近畿北部の中世石造物の概要

－ 379 －

篠山市、京都府京丹後市・伊根町・宮津市・与謝野町・舞鶴市・綾部市・福知山市、京丹

波町、南丹市、亀岡市、京都市右京区（京北町）の一部、福井県高浜町に該当する。

２．調査方法

自治体史や報告・論文等を参考に、周辺調査を行い現地で実物を確認し、下記の通り計

測等の記録を作成している。

所在地の記録として、GISを活用し、座標により記録する。

写真撮影と各部の計測を行い、形状を記録する。

帯磁率測定と岩相観察を行い、石材を記録する。帯磁率測定は、測定機器には携帯型

帯磁率計（Terraplus社製KT-10ｖ2）を使用し、岩相観察はオリンパス社デジタルカメラ

TG-5を用い石材表面の拡大写真を撮影する。これにより、石材の確認を客観的に行うこ

とが可能となった。

付表２　石造物集計表
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３．石造物の概要

これまでに確認できた石造物は、層塔、宝塔、宝篋印塔、五輪塔、一石五輪塔、無縫塔、

石幢、笠塔婆、板碑、石仏、摩崖仏、燈籠、狛犬などで、主なものを付表２・付表３－１

～３にまとめた。層塔、宝塔、無縫塔、石幢、燈籠、狛犬は、表３に示したものが現在確

認できているものの全てである。

層塔　16基を確認している。但馬では５基を確認し、津居山の１基は日本海に面した山

上にあるが、４基は内陸部にある。

丹後では、４基を確認しているが与謝郡に限られる。伊根来迎寺塔は、屋根材１層と塔

身のみが残され、塔身はそばにある宝篋印塔に転用されている。加悦の２例は、高さ（相

輪除く）が大虫神社塔96cm、関戸塔91cmと小型である。

丹波では、７基を確認しているが、亀岡盆地西部に限られ、本梅川流域に集中する。

宝塔　但馬１基、丹波１基の２基と少ない。但馬の進美寺塔は塔身高46cmと小型である。

五輪塔　五輪塔は、各地に無数にあってその把握は困難である。しかし、大型のものは

非常に少なく、地輪幅70cmを超えるもの（完存であれば高さ200cm前後になる）は、香住

第２図　層塔・燈籠分布図
▲層塔、●燈籠：花崗岩・〇燈籠：花崗岩以外



近畿北部の中世石造物の概要

－ 381 －

訓谷塔、宮津知恩寺

塔（水輪のみ）、宮津

文殊三角塔、八木

大日寺塔の４基で

あ る。 表 に は、 比

較的大型のものと

1300年代の紀年名

を持つものを取り

上げた。

瑞穂保井谷塔は、

一石で高さ168cmを

測り、五輪卒塔婆

とも呼ばれ方形の

柱の上に五輪塔を

乗せたような形状

である。

無 縫 塔　 丹 波 ２

基で、１基は瑞穂

町徳善寺の石塔群

の中にある。京北

町に１基あること

は確認しているが

個人蔵で所在地な

どは不明である。

石 幢　 ９ 基 を 確

認している。但馬

に１基、丹後４基、

丹波４基である。

笠塔婆　1300年代の紀年を持つものは、但馬１基、丹後２基、若狭１基の４基である。

板碑　板碑も各地に無数にあり、その全貌の把握は困難である。表には、1400年代初め

ころまでの紀年名を持つものを取り上げた。

付表３－１　石造物種類別一覧１　層塔・五輪塔
Ｇ＝花崗岩、Ａ＝安山岩、Ｔ＝凝灰岩、Ｄ＝閃緑岩、Ｂ＝玄武岩
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石仏　各地に無数に

あり、その全貌の把握

は困難である。表には、

1400年代前半までの

紀年名を持つものを取

り上げた。

燈籠　20基を確認し

ている。丹後15基、奥

丹波２基、口丹波３基

である。かねてから言

われているように、丹

後に多いことは注目さ

れる。

狛犬　丹後１基、宮

津籠神社の狛犬であ

る。小型狛犬について

は、京丹後市大宮町高

森神社文和４（1355）

年銘のものなどがある

が、十分確認できてい

ない。

５．まとめ

京都府を含む近畿北

部は宝篋印塔をはじめ

多くの石造物が残され

ており、宝篋印塔では

中心飾りを持つものの

盛行など独自の文化圏

を設定できるものと考

えている。研究対象と

して魅力的な地域であ

付表３－２　石造物種類別一覧２　宝塔・無縫塔・石幢・笠塔婆・板碑
Ｇ＝花崗岩、Ａ＝安山岩、Ｔ＝凝灰岩、Ｄ＝閃緑岩、Ｂ＝玄武岩
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るが、十分に研究が進

んでおらず、個々の石

造物の形式的な研究、

石材、分布や流通と

いった研究課題が多数

残されている。基本的

には、全体を網羅する

悉皆調査の実施が望ま

しい所であるが、先人

の多くの報告や知見が

あり、これをもとに資

料の充実をはかりなが

ら検討を進めていかな

ければならない。

最後に個々の課題を

羅列するのみになる

が、主なものをあげて

まとめとしておきた

い。

（１）五輪塔・一石五

輪塔

宝篋印塔は、1300年

代後半から増加し小型

化が進む状況がある。

五輪塔も1400年代か

ら増加するもので、小

型化が進むものと考え

ている。

但馬・丹後・奥丹波

の寺院や墓地に小型の

板碑類や五輪塔の集積

がみられるが、五輪塔

付表３－３　石造物種類別一覧３　石仏、燈籠、狛犬、摩崖仏
Ｇ＝花崗岩、Ａ＝安山岩、Ｔ＝凝灰岩、Ｄ＝閃緑岩、Ｂ＝玄武岩
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は組み合わせ式のものが多く、小型の板碑類（小石仏）が主体である。一石五輪塔は石龕に

伴うもので、一石五輪塔が単独で作られることは少ないものと考えている。一石五輪塔で

紀年名を持つものは京北町 常照皇寺 永正５年（1508）塔が最も古く、このころから口丹波

船井郡・桑田郡では一石五輪塔が盛行するものと推測され、奥丹波以北と異なる状況となっ

ている。また、紀年銘を持つものは京北町に集中している。

（２）笠塔婆、板碑、石仏

1400年代から増加し、小型化、粗雑化するもので、各報告で塔婆、板碑、石仏の区別が

曖昧となっている。種子、尊像、名号などの主題と、形状の組み合わせが多様であり、系

統だった統一的な分類が必要である。

（３）宝篋印塔

宝篋印塔の分類指標として、塔身の上下、すなわち基礎上部と屋蓋（笠）下部の形状があ

る。この部分が段形か反花・請花かをもって三つに分類した。次に、基礎の装飾を基準に、

無地のものを「０」、通有の格狭間のものを「１」とし、格狭間内に蓮華文を持つものを「２」、

「蝙蝠座間」と呼ばれることもあった中心飾りを持つものを「３」とした。この組合せによっ

て、Ａ－１、Ａ－２～Ｃ－３として表記している。

　基礎上部と屋蓋下部の形状			   基礎の装飾

Ａ＝基礎上部段形、屋蓋下部段形		 ０＝無地

Ｂ＝基礎上部反花、屋蓋下部段形		 １＝格狭間

Ｃ＝基礎上部反花、屋蓋下部反花		 ２＝格狭間に蓮華文

					     ３＝中心飾付格狭間

付表４　紀年名石造物年代別集計表
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なお、「Ｃ」としたものは、「特殊宝篋印塔」と呼称されてきたものであるが、特殊の定

義があいまいであり「請花式宝篋印塔」と呼ぶことを提案している。

近畿北部では、Ａ－１、Ａ－３、Ｂ－１、Ｃ－１の各形式が、時間差と地域性をもって

出現している
（注３）

。宝篋印塔については、隅飾りの形状や格狭間の形状などの形態を比較する

ことで、丹後独自の形式の設定が可能であり、前後関係や系統性を明らかにすることも可

能になるものと考えている。

（４）帯磁率測定について

岩石の科学的特性を把握する方法として帯磁率測定
（注４）

がある。物質に磁場を与え、その磁

化の程度を示したものが帯磁率（磁化率）である。岩石であれば、含まれる磁鉄鉱など磁性

鉱物の量を反映している。

花崗岩は鉄鉱物を含んでおり、西南日本では大きくは帯磁率の高い磁鉄鉱からなる山陰

帯と帯磁率の低いチタン鉄鉱からなる山陽帯・領家帯に分けられ、但馬・丹後・奥丹波は

山陰帯に、口丹波は山陽帯に属する。つまりは、同じ花崗岩であっても、帯磁率の差によっ

て細分できる可能性がある。

帯磁率測定は、石造物の各部材ごとにできるだけ均等に５か所計測し、平均値を出して

いる。部材ごとに大きな差があるものは、別の個体として処理をしている。これは、石材

産出地が同じ岩体であっても場所によって成分（帯磁率）が異なるものか、別の岩体に由来

するものか判断できないため、別のものとして取り扱っている。

現在、調査と分析を進めており結果を提示するには至っていないが、花崗岩製の石造物

の帯磁率を付表５に一例として示しておきたい。

但馬・丹後・丹波の花崗岩石造物の帯磁率は、おおむね１～９×10-3ＳＩの範囲にある。

１～３×10-3ＳＩ、６～８×10-3ＳＩ、15×10-3ＳＩ以上の３つには区分できそうであり、

付表５　花崗岩製石造物帯磁率
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石造物の形態などと組み合わせることによって流通や伝播といった問題を石材から検討す

ることができるものと考えている。

例えば、近代の資料であるが、福知山市内に「昭和三十九年七月吉日再建／ヒメジ　石

工　奥田重吉」と刻銘された鳥居があって、その帯磁率は0.078×10-3ＳＩと低いもので、

帯磁率が低いとされる山陽帯の花崗岩として整合性があり、姫路から搬入されたものと推

定する根拠となる。

（５）石材について

おおまかには、花崗岩、閃緑岩、安山岩、玄武岩、凝灰岩が使われている。

花崗岩・閃緑岩は、粒度や含有鉱物に差があり、いくつかの採石地があったことが推測

される。安山岩、凝灰岩についても同様である。玄武岩を使用した石造物は、福知山市夜

久野町周辺にしか確認されていない。

最初にも記したが、年代によって使用する石材が変化しており、1300年代後半から、安

山岩など花崗岩以外の石材の使用が顕著になる。

宮津籠神社狛犬、舞鶴河辺八幡神社燈籠などの石材は、安山岩で丹後を中心に宝篋印塔

にも多用され、色調や気泡の状態など特徴があり、一定肉眼観察でも抽出できるものであ

る。これを伊根周辺に産出地を求める説
（注５）

があり、筆者は継続して露頭（転石）の調査を行っ

ているが未だ同様の岩石を確認できていない。また、安山岩は丹後半島西岸から但馬地域

にかけて広く産出しており、石材の供給が一元的ではない可能性は大きい。中世に石材が

伊根石と呼ばれ特産品的に流通したとは考えられないもので、この安山岩を伊根石と呼称

することは、根拠の薄いものであり歴史的な用語としても慎むべきであろう。

現在、帯磁率測定と岩相観察を行い資料の蓄積を続けている
（注６）

。この２つの手法は、非破

壊で岩石の科学的特性を把握できるもので、現地で簡便にできる点、客観的な記録を作成

し第３者の検証が可能なもので文化財や出土資料の検討には有効な手法である。

帯磁率測定の目的として石材の産地同定があるが、帯磁率だけで産地を特定できるもの

ではなく、言うまでもなく産地同定は容易ではない。しかし、石材の産地同定に至らずと

も、石材を区分する要素として活用できるものであり、石材の帯磁率と岩相による石造物

の分類を検討している。

当たり前のことであるが、発掘調査で出土した土器を検討する際に、周辺遺跡で出土し

た土器と胎土や技法など比較検討し、その年代観や特徴、交流の様子などを考察している

が、同様に石材も一定の範囲内の資料を丹念に見て、比較検討する基準を持っておく必要

がある。地道な資料収集の重要性を改めて感じている。

今回、確認のため改めていくつかの石塔を見たが、舞鶴海臨寺宝筐印塔、高浜正楽寺宝
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筐印塔、高浜西林寺板碑など、基準資料として最重要の資料であるが、石材の性質かここ

数年で急激に風化が進み失われようとしている。こうした石塔類が適切に保存されるよう、

重要性を理解いただければ幸いである。

（さきやま・まさと＝当調査研究センター調査課副主査）

注１　宝篋印塔728基のうち紀年銘のあるものは113基で、紀年銘資料の特徴からおおよその時期を

推定している。﨑山正人2013「近畿北部の宝篋印塔」『夜久野町史 第４巻』、﨑山正人2019「丹

後・丹波・但馬の中世石造物について―宝篋印塔を中心に」『学術材研究 第１集』

注２　先山徹2005「近畿地方西部～中国地方東部における白亜紀～古第三紀火成岩類の帯磁率 - 帯

状配列の検討と歴史学への適用」『人と自然』No.15 pp.９-28、先山徹2013「花崗岩の識別と

帯磁率による産地同定」『御影石と中世の流通』高志書院、先山徹・藤原清尚2002「兵庫県

播磨地域に分布する、いわゆる竜山石の岩相と帯磁率」『文化財と探査』４巻 pp.73-81

注３　前掲注１

注４　前掲注２

注５　古川久雄2001「丹後伊根石の宝篋印塔（１）」『日引 第２号』

注６　兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科の指導を受けている。
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